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2025-26年度会長　佐藤美奈子

福島ロータリークラブ会報
2026.6.18 Thu
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会 長 あ い さ つ

　皆様こんにちは。本日は二つ、ご報告を
させていただきます。
　まず一つ目は、熊の出没についてです。
先日、市内野田町の会社に熊が出現した
ニュースは全国でも大きく報道されまし
た。そのような中、福島RC・OB会員で、中

合社長を務められた藤井様からご連絡をいただきました。今は、
福岡にお住まいですが、福島の状況を心配してくださり、ご友人
が開発された熊から身を守る「さんどがさ」をぜひ皆様に例会で
紹介してほしいとのことでした。本日、お手元に資料を置かせて
いただきましたので、ご一読いただければ幸いです。クラブを退
会された後も福島のことを気にかけ、福島RCに心を寄せてくだ
さっていることに、改めて感謝申し上げます。
　二つ目のご報告です。私は6月13日から15日まで、県北第一分
区相良元章ガバナー補佐、佐藤充孝幹事、加納武志国際奉仕委員
長、管野裕一副SAA、事務局の小澤陽子さんと、台北で開催され
た国際大会に参加してまいりました。これまで阿久津PGや右近
PGから、「国際大会は素晴らしいので、一度参加してみてくださ
い」とお聞きしていましたが、今回初めて参加し、その言葉の意
味を実感いたしました。会場に足を踏み入れると、まずその規模
の大きさに圧倒されました。世界の半導体産業を牽引する台湾ら
しく、最先端のAI技術を活用した壮大な映像演出が行われ、巨大
スクリーンに次々と映し出される映像や太鼓、ダンスのパフォー
マンスは、まるで世界的なコンサート会場にいるような迫力でし
た。RI役員やロータリー財団理事の紹介に続き、台北市長による
歓迎の挨拶、そしてRI会長のスピーチが行われました。特に印象
的だったのは、オリンピックさながらのロータリー加盟国の国旗
入場です。国名が読み上げられ、国旗が壇上で紹介されるたびに、
その国の参加者が立ち上がり、周囲から温かい拍手や声援が送ら
れました。国や言葉を超えて歓迎し合う姿に、ロータリーならで
はの友情と連帯感を強く感じました。
　台北市長は、超我の奉仕の精神のもとで活動するロータリアン
を称え、今回140か国、37,000人もの参加者を迎えられたこと、そ
してロータリーが国際大会の開催地に台北を選んでくれたことに
対し感謝を述べられました。また、台湾の半導体産業が米国と欧
州で事業を拡大していることを紹介し、NVIDIAが海外初の本部
を台北に設置したことを紹介、台湾が世界のAIのハブとなるこ
とを宣言し、今後積極的にスタートアップ企業を支援し、さらに
は、2035年までに世界のトップ10のAI都市として台北市を発展
させると表明されました。国際的なリーダー都市を目指すという
力強いビジョンを打ち出しながら、台北が世界で最も住み続けた
い都市として最近コンテストにおいて評価されたことも紹介する
など、大変印象に残りました。
　RI会長は、お孫さん、娘さん、そして奥様とともに登壇され、
この一年間を振り返り、「言葉も、食べ物も、宗教も、人種も国に
よって異なります。しかしロータリアンの精神はいつも世界共通
でした」と話されました。世界各地を訪問した際のエピソードも
紹介され、インドでは空港で、50人のローターアクターがご自身
のお面をつけて出迎えてくれたこと、韓国ではご自身の誕生日を
内緒にしていたにもかかわらず韓国の皇帝の衣装を奥様と着せて
いただき、5,000人が待つ会場で、ハッピーバースデーを歌ってい
ただいたサプライズを受けたことなどを写真とともに紹介されま
した。さらに、ポリオ根絶への取り組みについてもお話がありま
した。パキスタンの医療施設で、ポリオワクチン接種活動中にポ
リオに感染し、命を落としたボランティアやワクチン接種員の写
真が壁いっぱいに飾られていたこと。その数は10年間で68人、世
界全体で1,500人にも上るそうです。そして、あと少し、あと少し
早くワクチンを届けることができていれば、目の前にいた幼い女
の子が足のマヒを抱えることがなかったと写真と一緒に紹介さ

れ、ポリオ根絶がいかに大事かお話しされました。会長は、突然
の就任で不安でいっぱいだったが、イタリアのガバナー、理事会
をはじめとした世界中のロータリアン、そしていつも支えてく
れた奥様をはじめそれぞれのチームに恵まれ、様々な活動がで
きたと感謝を述べられたことも大変印象に残りました。今回、世
界140か国以上から37,000人が集い、会場も、市内各所もロータ
リアンで一杯でした。まさに、世界のロータリーの力を実感する
大会でした。
　14日には、友好クラブである文湖RCの皆様に温かく歓迎して
いただき、昼食会を通して親睦を深めることができました。地区
ガバナーご夫妻もお忙しい中わざわざお越しいただき、世界大会
のマスコットぬいぐるみをクラブへ寄贈していただきました。入
口に飾らせていただいておりますので、ご覧ください。さらにア
レックス会長からは「次は日本でお会いしましょう。ゴルフに行
きます」「再来年文湖RCは創立15周年を迎えるので、是非いらし
てください」とお話がありました。台湾の皆様が私たちの訪問を
歓迎してくださり、美味しいお料理と楽しい時間を共有できたこ
とが大変嬉しく、ロータリーの友情の素晴らしさを改めて感じま
した。そして何より、一緒に参加したメンバーの皆様と三日間沢
山笑い、楽しい時間を共有できたことが、私にとってかけがえの
ない宝物となりました。
　クラブの皆様に、ささやかですが、私たちから台湾で今人気の
クッキーをお土産に買ってきました。お食事の際に楽しんでいた
だければと思います。本日もどうぞよろしくお願いいたします。

本日のプログラム

各委員会　年間活動報告
■親睦小委員会	 中川宏生 小委員長
■例会小委員会	 岡田新也 小委員長
■情報小委員会	 渡辺泰子 小委員長
■会員増強委員会	 丹治正博 委員長
■社会奉仕小委員会	 藤井　守 小委員長
■青少年奉仕小委員会	 箱岩　偉 小委員長
■米山記念奨学会委員会	 後藤洋伸 副委員長
■国際奉仕小委員会	 加納武志 小委員長
  （兼：国際大会参加報告）

例 会 次 第

安藤正明 委員

管野裕一 会員

鈴木勇人 会員

ロータリー・ソング｢それでこそロータリー｣　

　	 ソングリーダー　管野裕一 会員

お客様並びに来訪ロータリアン紹介

福島ユナイテッドFC応援小銭ボックス基金贈呈

　福島ユナイテッドFC　代表取締役社長
	 鈴木勇人 会員

■各委員会報告

　例会小委員会　ニコニコBOX担当
	  安藤正明 委員
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本日のプログラム

各委員会　年間活動報告

■親睦小委員会
　親睦小委員会委員長を仰せつかってお
ります中川です。私から活動報告を申し
上げます。
　親睦はロータリー会員同士の友情を深
め、社会貢献を促進する基盤として位置
づけられています。親睦小委員会は佐藤
美奈子会長の方針に基づきクラブ内外の

親睦が深まる活動に積極的に取り組みました。

　7月の福島RC新旧役員慰労夜間例会を皮切りに同じく
7月、ホストクラブとして県北第一分区ガバナー歓迎会を
担当いたしました。
　8月には会員のご家族をお招きし納涼家族夜間例会を
賑やかに開催しました。お子様にも楽しんでいただける
内容を心がけました。
　10月には福島中央ロータリークラブとの合同夜間例会
を行いましたが、横浜西RCの皆様にも参加いただきクイ
ズなどで楽しいひと時を過ごしました。
　12月の年忘れ家族夜間例会はジャズ演奏にマジック
ショーとアトラクションを充実させました。
　3月は福島ロータリークラブ創立75周年記念式典の祝
賀会を担当し、翌4月には福島北RC・川俣RCとともに3
クラブ合同観桜夜間例会を開催しました。福島東稜高校
ダンス部の躍動感あふれるパフォーマンスは皆様からご
好評いただきました。
　6月の東京交歓会は大橋会員に尽力いただきエクスカー
ションでNTT e-cityLaboを見学しました。その後、オペ
ラハウス東京で行われた懇親会では15名のOBの皆様に
ご参加いただき和やかに旧交を深める場となりました。

　今年は1年間に3度もホストクラブを務めるという大
変幸運な年でした。それに比例して準備にも熱が入り親
睦小委員会の回数は9回を数えました。回数のみならず
出席率も非常に高く参加者が10名を下る回は無かったよ
うに記憶しています。毎回熱い議論を交わしながらも大
変和やかに楽しく委員会メンバー同士の結束も強くなり
ました。この1年の集大成、そして感謝の気持ちを来週の
夜間例会にてお伝えしたいと思います。
　佐藤美奈子会長・佐藤充孝幹事、横山淳委員長、委員の
皆様、会員の皆様、事務局小澤さんのご理解とご協力で１
年間楽しく有意義に取り組むことができました。どうも
ありがとうございました。

■例会小委員会
　例会小委員会より年間活動のご報告を
させていただきます。今年度の例会プロ
グラムは相良ガバナー補佐が掲げる「例
会ルネサンス」を基軸に、前年度に行いま
した「例会についてのアンケート」の内容
も踏まえながら、佐藤美奈子会長、佐藤
充孝幹事と共に進めてまいりました。
　まず今年度は例年より多くゲストス

ピーチを設け、8月に福島民報社、松田淳様より「昭和30
年代ふくしまの賑わいを民報ニュースで紹介」というこ
とで当時の福島についてご紹介いただき、2月には「平和
構築と紛争予防月間にあたり」南利裕数福島駐屯地司令
よりお話いただき、4月にはAC福島ユナイテッドの小山
淳CEOより福島ユナイテッドFCの活動について、5月に
は福島県復興総合計画課長宮谷加奈様より「ふくしま共
創チーム」福島県の人口減少についてお話いただきまし
た。会員スピーチは、丹治正博会員からは「ベテラン会員
スピーチ」を、渡辺泰子会員からは「生成AI活用につい
て」、森下謙太郎会員からは「2026年福島県内経済展望」
について、野崎広一郎会員からは「歌川広重とフランケン
シュタイン」についてのスピーチをいただきました。
　新会員スピーチにつきましては、ほぼ予定通り行えま
したが、反省点としてもう少し時間が取ることができれ
ば良かったかなと思っております。
　夜間例会におきましては、福島中央RCとのお月見夜間
例会、福島北RC、川俣RCとの観桜夜間例会はじめ、親睦
委員会の皆様に色々と工夫を凝らしていただき、お世話
なり感謝しております。
　職場訪問例会は8月にNHK福島放送局、5月にJRA福
島競馬場にご協力いただき開催いたしました。また10月
には職業奉仕委員会によるワークウェア例会の開催、職
業奉仕月間では阿久津肇PGより「四つのテスト」につい
てお話いただきました。
　ニコニコBOXは、皆さまから多くのメッセージと多大
なるご投入、先週の時点で2,771,000円をご投入いただき、
改めて深く御礼申し上げます。
　終わりに、1年間、例会小委員会の皆様に支えられ、会員
の皆様にご協力いただいたことに感謝を申し上げ、ご報告
とさせていただきます。1年間ありがとうございました。

■情報小委員会
1. クラブ会報の例会ごとの発行・配布・
　情報発信
　今年度からは、例会翌々週以降の発行
となりましたが、大きな問題もなく、例
年通りみなさまへの情報発信として、最
後の例会6月25日分をもって全39号分
発行となります。クラブHPへも全号滞
りなくアップできています。

　毎回の佐藤美奈子会長、都度の会員スピーチ、新会員ス
ピーチ、RIや地区行事参加者の皆さまには原稿や写真な
どご準備いただきましたおかげで、たいへんスムーズに会
報制作をするこができました。ありがとうございました。
　3月26日に開催されましたクラブ創立75周年記念式典
の様子は会報特別号として発行することができました。
　連載となっております「私のひと言」は、限られた文字
数の中、皆様の着眼点、表現力、人柄が見え、楽しみにし
ていただいている方も多いコーナーです。今年度の「私の
ひと言」賞は、渡邊大会員が選考します。来月新年度に発
表となりますので、どなたの執筆が選ばれるか、楽しみに
していただければと存じます。

岡田 新也
小委員長

渡辺 泰子
小委員長

中川 宏生
小委員長
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2. 新会員オリエンテーションの実施
　1月29日、入会3年未満の新会員を対象に、新会員オリ
エンテーションを開催しました。参加者22名でした。阿
久津肇パストガバナーと右近八郎クラブラーニングファ
シリテーターより、それぞれ、ロータリーの歴史と未来に
ついてご講義いただき、クラブ活動への理解を深めるこ
とができました。
　一年を通して、委員会メンバーがたいへん協力的で、
率先して委員会活動を行なっていただきました。特に、
SAA兼務の佐藤永之会員、副幹事兼務の安部守会員には、
ご負担をおかけしました。そして、なんといっても事務局
小澤さんには都度原稿の取りまとめ、校正などお世話に
なりました。改めまして、感謝申し上げます。
　以上、情報小委員会からの今年度報告といたします。
　1年間ありがとうございました。
 

■会員増強委員会
　当委員会は、私以下坪井副委員長及び、
吉田大樹、三宅一秀、中尾勉、佐藤朋幸の
4名の委員の計6名で今年度活動に当た
りました。

【活動報告】
1. 会員の現況について
　期首人数99名　6/18現在97名　

　今年度は、RI会長のメッセージにおける最大の課題「会
員増強」と退会者の減少を受けて、純増2名～ 3名を目標

（女性会員も増やす）に活動しましたが、安藤錬雄会員が
逝去退会、江花亮会員・白岩康夫会員がご高齢により退
会されるなど、高齢による自然減が生じた年度となりま
した。委員会では、年度末に向け、入会候補者との面談を
含め、次年度期首での新入会者数確保のための活動を実
施しました。
2. 新会員が孤立しないようSAAや例会委員会、メンター

と協力して声掛けを行いました。
3. 転勤族の新会員には、TENの会や72ゴルフ部コンペへ

の参加勧奨を始め、スポGOMI大会や水草清掃活動な
どのロータリー活動への参加を促しました。

4. 11/29（土）郡山ビューホテルにて開催の地区新会員セ
ミナー（入会3年未満）へ参加勧奨を行いました。

5. オープン例会について、今年度はオープン例会と銘打っ
た例会は行わず、ゲストの出席はフリーとしました。

6. 親子会員の勧奨について、会員からのご意見を踏まえ、
今年度は実施しませんでした。

7. 新会員が不安なく例会に臨めるために、「ロータリーの
豆知識」を改訂した例会マニュアルとして「例会へよう
こそ（初めて出席する新会員へ）」を作成しました。

【会員増強と適正な会員数について】（委員の自由意見）
・理事会において、会場費高騰による会費値上げの会則改

正について諮られた際に、これから度々小幅な値上げが
予想されることから、頻繁な値上げを避ける意味でも、
会員の増強がクラブ会計の安定化に資する手段の一つ
との意見が出されました。これを受けて、委員会におい
て適正な会員数についての考えを話し合ったところ、委
員の率直な所感として次のような意見が出ました。

・100名規模になると、名前と顔が一致しない会員が増え
た気がする。

・80人台が適正な人数という感覚がある。

・県北第一分区内の他クラブとの関係も考慮すれば、これ
以上無理をして増強する必要があるか疑問である。

・今後、高齢による退会者が予想されることから、退会者
を補充する程度に留めておくのも一つの考え方ではな
いか。

■社会奉仕小委員会
【目標・方針】 
　国際ロータリーのメッセージとして

「よいことのために手を取りあおう」 
また、地区からは「より大きなインパク
トをもたらす奉仕活動」の推進を基に社
会奉仕を通しより活発なロータリー活動
を進めてまいります。 
 

【活動報告】 
1. 第5回スポGOMI大会開催　令和7年9月28日（日曜日） 
2. インターアクト・ローターアクト・米山記念奨学生な

どの社会奉仕事業への参加促進 
3. 福島ユナイテットFC支援活動
　（小銭BOXの継続）100,000円 
4. 創立75周年記念事業への協力
　（福島市役所・福島刑務所へ寄贈） 
5. 永年勤続消防職員、消防団員、無火災分団表彰 

　福島市まちなか広場にて「第5回スポGOMI大会inふ
くしま」を9月28日（日）に開催をいたしました。世界規
模の大会で地域に根付いている今大会は県外または、市
内外より去年以上に参加者が集まりました。参加者489
名、ローターアクト・インターアクト・米山記念奨学生
の参加・設営者、含め520名で行われました。また、大会
時に福島ロータリークラブ75周年記念事業として「本で
繋ぐたすき市」を行い、福島ロータリークラブ各メンバー
より読まなくなった書籍450冊を集め募金活動を行い、ポ
リオ募金に寄付をしました。各メディアにも取り上げら
れ福島ロータリークラブのイメージ向上にも繋がる大会
となりました。 
　また、福島ロータリークラブ75周年記念事業として、
福島市内の出生数が1284人で有る事から福島ロータリー
クラブの重点分野である「母子と健康」「地域社会の経済
発展」を目的とし乳児と、その親への支援として「ベビー
スタイ」1200枚を寄贈しました。スタイの作成を就労持続
支援B型事業所である福島縫製福祉センターへ新たな仕
事の創出による社会貢献と地域社会の経済発展に寄与す
るために作成の依頼をしました。10月9日（木）	 に
福島市役所へ向かい、市が実施する「こんにちは赤ちゃん
事業」の家庭訪問時に乳児及びその家族にプレゼントと
して届けるように市にお願いをしました。
　もう一つの記念事業として12月11日（木）に福島刑務
所へ福島ロータリークラブ各メンバーより預かっている
書籍380冊を受刑者の心の拠り所になるように書籍贈呈
式を行いました。
　福島市・福島刑務所から、感謝状が贈られました。 
　永年勤続消防職員、消防団員、無火災分団への表彰は、
佐藤美奈子会長が出初式にて表彰をされました。
　最後に福島ユナイテッドFC支援活動募金は、合計
100,000円となりました。 
　皆様のご協力があり無事に活動を終える事ができまし
た。1年間ありがとうございました。 

丹治 正博
委員長

藤井 守
小委員長
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■青少年奉仕小委員会
【目標・方針】
　福島東稜高等学校インターアクトクラ
ブ、福島学院大学ローターアクトクラブ
を提唱するクラブとして、生徒・学生の
指導・共育はじめ若い知恵と行動力を
もって活動するよう支援します。

【活動計画】
　IAC、RACとの合同例会の開催については、8月7日

（木）納涼夜間例会にIAC、RAC、12月18日（木）年忘れ
家族夜間例会、3月26日（木）の創立記念夜間例会に参加
しました。
　社会奉仕活動への参加促進については、第5回スポ
GOMI大会inふくしまへIACは8名、RACは2名参加し
ました。
　地区大会への参加については、IAC5名、RAC1名が参
加しました。
　第44回RYLA研究会への参加については、福島日産自
動車㈱佐藤姫尚さん、高橋直生さん2名が参加し、4月2
日の例会にて研修会参加報告発表がありました。
　第13回全国IAC研究会福島会議については、5月9日

（土）福島県環境創造にて開催され、佐藤美奈子会長、佐
藤充孝幹事が出席し、福島東稜高校IACの発表がありま
した。
　IACは、顧問教師の指導を受けながら、クラブ例会はじ
め夜間例会、その他のロータリー活動にも積極的に参加
しており充実した奉仕活動が実践されていました。
　RACは、度々顧問教師の変更がある中、2026年6月に1
回目の開催に向けて、子ども食堂を企画するなど、学生自
らが考え新しい事業への取り組みが始まり、今後活発な
奉仕活動が期待されます。
　またその他として10月10日（金）、5月15日（金）の2回、
IAC顧問連絡協議会に箱岩出席。10月17日（金）、6月19
日（金）、東稜高校グローカル探求発表会に佐藤美奈子会
長、佐藤充孝幹事、箱岩ほか委員会メンバーにて出席。12
月12日IAC国際理解研修会に箱岩出席。3月12日（木）例
会にて、IAC、RAC年間活動報告を実施しました。
　会長、幹事はじめご協力いただきました皆さまに感謝
いたします。
　ありがとうございました。

■米山記念奨学会委員会
　米山記念奨学会委員会は、RI会長によ
るテーマ「よいことのために手を取りあ
おう」に基づき活動を行いました。また
RI2530地区泉田ガバナーによる、地区の
米山記念奨学会委員会の数値目標達成の
ために活動を行いました。
　また、今年度は新たな米山記念奨学生
として、福島大学大学院生の司朝陽さん

を当クラブで預かる事となり、司朝陽さんがクラブ内で
活動しやすいように、米山カウンセラーの菅野委員長を
はじめ当委員会でサポートしました。
　今年度の第2530地区米山記念奨学会委員会の数値目標
は、例年通り、普通寄付一人5,000円、特別寄付一人10,000
円以上となっていましたが、当福島ロータリークラブは、
おおむね数値目標を達成することができました。
　数値目標達成のために、当委員会は、毎例会場に米山記
念奨学会寄付BOXを設置し、クラブ会員に寄付のお願い

をしました。
　普通寄付の一人5,000円は、会員の会費から自動徴収さ
れていることもあり目標を達成することができました。
特別寄付の一人10,000円以上については、たくさんの会
員の方にこころよく寄付していただきました。ありがと
うございました。
　また10月は米山月間なので、それにちなんで10月9日
の例会で米山記念奨学生の司朝陽さんに大学生活や米山
記念奨学生として感じた事についてスピーチをしていた
だきました。
　この4月からは、新たな米山記念奨学生ホウ・ウリグ
ムラさんを2年間の予定でお預かりしています。
　第2530地区米山記念奨学会委員会主催の会議出席につ
いては、4月20日（日）に郡山で開催したカウンセラーオ
リエンテーションに菅野委員長が出席、7月13日（日） 郡
山で開催の卓話研修会に井田委員が出席し、8月3日（日）
に郡山で開催のカウンセラー研修会に佐藤幹事が出席、
11月22日（土）に郡山で開催のロータリー学友会に後藤
副委員長が出席、2月15日（日）に郡山で開催の米山記念
奨学生終了式に井田委員が出席しました。
　以上が米山記念奨学会委員会の今年度の年間活動報告
です。1年間お世話になりました。

■国際奉仕小委員会
　ロータリー活動を通して、国際間の理
解親善平和の為の交流を深めて行く目標
に基づきフィリピンマランダイ小学校の
支援については、2025年9月19日より後
藤会員、藤井会員と3名にて毎年行って
いる$1,000の寄付及び英語版にリメイク
したパソコン2台を届けてきました。
　また、2026年4月2日より後藤会員と2

名にてパソコン6台をマリキナロータリークラブを通し
て小学校に寄贈しました。小学校には当クラブから当初
寄贈した水道については、現時点で修理及び増設も完成
していますが、パソコンについては、寄贈したすべての
パソコンが使用不能になっているため、マリキナロータ
リークラブからはパソコンの入れ替えを強く望まれいま
す。後藤会員の好意により、日本仕様のパソコン約20台
を寄贈してもらい、英語版にリメイクして現状8台を持参
して寄贈しました。郵送で輸出することが困難である為、
残りのパソコンについては次年度委員長に引き継ぎたい
と思います。

　また、2026年6月13日より台湾の台北で行われた、ロー
タリークラブ国際大会に佐藤美奈子会長をはじめとする
6名で参加してまいりました。その際、姉妹クラブである
台北文湖ロータリークラブとの昼食が国際大会の会場近
くで行われました。昼食会には文湖ロータリーより5名、
当クラブより6名に加え二本松ロータリークラブより、ぜ
ひ昼食会に参加したいとの申し出があり、総勢16名にて
和気あいあいと過ごしました。途中、第3522地区現ガバ
ナー御夫婦及び次年度文湖ロータリー会長も参加されま
した。
　国際大会は参加人数40,000人以上で日本からの参加者
は4,000人以上と言われてました。人数の関係で午前と午
後の2部体制で開会式が行われました。会場内の雰囲気
はとても活気があり特に、世界中の国の国旗が紹介され
るたびに、その国の参加者が絶叫とともに立ち上がり、も
のすごい熱気に包まれました。皆さんも一度は国際大会
に参加されるとよいと思います。

箱岩 偉
小委員長

後藤 洋伸
副委員長

加納 武志
小委員長
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台台北北国国際際⼤⼤会会
参参加加報報告告

国際奉仕⼩委員⻑：加納武志
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■明日 19 日（金）福島東稜高校グ
ローカル探究発表会が行われま
す。当クラブより、佐藤美奈子会
長、箱岩青少年奉仕小委員長、小
原敏委員、佐藤充孝幹事が出席い
たします。

■19日（金）18時よりエルティにて、
新旧会長幹事会が開催されます。当クラブより、佐
藤美奈子会長、横山淳会長エレクト、佐藤充孝幹事、
藤井守次年度幹事が出席いたします。

　またガバナ―補佐として、相良元章会員、分区幹事：
三宅一秀会員、岩見孝之会員が出席します。

■19日（金）18時より、ふりこ亭にて、青少年奉仕小委
員会を開催します。委員の皆様は宜しくお願いいた
します。

■21日（日）13時30分よりビッグパレットふくしまに
て、地区会員増強委員会が開催されます。当クラブ
より、藤井守次年度幹事が出席いたします。

■25日（木）第14回福島72ゴルフ部コンペを開催しま
す。参加者の皆様は安達太良CCに7時50分までご
集合ください。

■米山記念奨学会寄付、ロータリー財団委員会寄付に
ついては、本日で今年度の例会受付を終了いたしま
す。皆様のご協力ありがとうございました。

佐藤充孝 幹事

幹 事 報 告

NTT東日本㈱　福島支店
支店長　大橋真孝 会員
　日ごろ「人手不足」が本当に深刻な状況
です。当社でもAIの活用、広域での業務集
約等による効率化を実践しているものの、
本当にこのままで良いか悩む日々です。
　確かにAI活用により効率化が実現でき、

業務の集約効果も大きいです。ただ、集約による部署間の
ギャップや、AIとの繋で多くの問題が発生しているのも事
実です。その時に感じることが「四つのテスト」です。
　AIは事実に基づいて行動します、人間が「真実か」どうか、
また「公平か」どうかを見極めることが重要だと感じていま
す。またAIや部署間のギャップを「好意」や「相手（みんな）
のためになっているかどうか」を大事に行動することでAI
との共存がうまくいくと思います。ロータリーを越えて「四
つのテスト」が広がる社会が実現できることを願う今日この
頃です。

私のひと言

メッセージ会員
■高橋 淳一 会員
　先週はお休みし失礼しました。職場訪問例会には多くの会員の皆
様にご参加いただき感謝です。遅くなりましたが御礼申し上げます。
■佐藤 美奈子 会長
　ロータリーの国際大会に行ってきました。文湖RCの皆様が、よろ
しく言っていました。
　来年は、バルセロナです。よかったら、どうぞいらして下さい。

■佐藤 充孝 幹事
　国際大会楽しかったです!! 来年は、スペイン!!
他に
安藤正明／安部 守／井田裕子／内池 浩／大槻美恵子／大橋真孝／
岡田新也／奥 一正／加納武志／児玉健夫／後藤洋伸／古俣 猛／相良
元章／佐藤永之／佐藤久典／佐藤英典／佐藤 有／塩塚圭輔／菅沼 裕
／菅原高志／鈴木朋恵／鈴木勇人／丹治正博／沼田 望／藤井 守／
本田裕一／増井裕康／三宅一秀／村上守人／森下謙太郎／横山 淳／
渡邊又夫

 　本日の投入額 35件　  報告　安藤正明 委員ニコニコBOX報告

福島ユナイテッドFC応援小銭ボックス基金贈呈

■福島ユナイテッドFC　
　代表取締役社長
　鈴木勇人 会員

「2026台北国際ロータリー年次⼤会」
台北ドーム
(開幕式、閉幕式、全体会議)
住所：110台北市忠孝東路 4 段 515 号

台北南港第1展⽰ホール、第2展⽰ホール
(受付、セッション別討論、友愛の家、昼⾷)
住所：11568 台北市南港区経貿⼆路1号、2号


